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　私が医者になったのは、間違いなく父（清章）

の影響です。私が生まれた時には、父はもう小野

田で小児科の開業医として働いていました。診療

所が家から片道 60分程度かかる隣町に離れてい

ても、診察希望の電話があれば、夜中でも診療所

で患者と待ち合わせて診察をするような患者思い

の人で、尊敬していました。

　大学病院に勤めていた時はウイルスの研究をし

ていたそうですが、開業後も研究心は旺盛で、窒

素酸化物等を測定する検査機器を買い集めて自

宅で家庭内環境汚染の研究を続け、自費出版で本

を出したり、研究成果を普段の診療に役立てて

いました。普通の診察に加えて、換気扇やガス

レンジ、ストーブの位置を含め

た家の間取り図を患者の家族に

書かせて、換気等の指導をした

話を、よく夕食時に聞かされま

した。現代医療の常識から判断

すれば、変わり者と思われたか

もしれませんが、患者さんには

他の病院で治らなかった病気が

治って大変喜ばれていたようで

すし、晩年、東北電力に依頼さ

れ、家庭内環境汚染の専門家と

して東北各地で講演を行う機会

を頂き、その努力は報われまし

た。

　若い時にはゴルフをしていたようですが、子

供と一緒にできる遊びじゃないといけないと言っ

て、何故かラジコン飛行機を飛ばし始め、その後、

子供が大きくなってラジコンを止めると、出勤前

に朝からテニスコート3面分くらいの畑を小分け

に耕し野菜は自給自足、土日と半休の日には母と

県内外の山に登る健康的な生活をしていました。

とにかくじっとしていない人で、倉庫と家の間に

基礎から壁、屋根も含めた渡り廊下を一人で作っ

たり、車が故障したらガレージジャッキで持ち上

げて修理をしたりしていました。

　そんな鉄人も病には勝てず、多発肝転移で発見

された大腸癌の抗癌剤治療を２年受けた後に８年

～  心意気だけは継承 -開業  ～



平成 30年 10月 山口県医師会報 第 1898 号

851

前他界しました。当時、私は開業の意思は全くな

く、復帰を信じて何の後始末もせずに他界した父

を少し恨みつつ、周南市から小野田に何度も通っ

て診療所の後片づけをしたり、複数の業者をあ

たって廃棄物等の処理をお願いし、診療所の土地

も処分しました。

　不思議なもので、８年前には全く開業の意思も

なく、その後も勤務医として働き続けた私が、末

期状態で紹介を受ける癌患者の治療の限界を痛感

し、開業する気持ちになりました。開業の一番の

動機は、父のように一見元気に見えても、密かに

癌が進行していて、治療の甲斐なく命を落とすよ

うな、検診を受けない人達に、気軽に検査を受け

て頂ける診療所を作り、もっと早く病気を見つけ

て治療の機会を増やすことです。２番目の動機は

土曜日夕方まで平日と同じ診療と検査ができる体

制にして、平日受診できない方の癌の拾い上げの

機会を増やしたり、炎症性腸疾患

等の学生さんが学校を休まずに通

院できるようにする事でした。

　開業してわずか 1年ですが、開

業当初の狙い通り、１年間で 32

名の癌患者さんを新規に見つけ、

そのうち 10 名は大腸の腺腫内癌

で、更に 7 名は当院で治癒切除

の治療を施行できました。癌患者

のほとんどが検査歴がないか、5

年以上検査を受けていない方でし

た。開業後１年間に大腸内視鏡検

査を受けて頂いた 455 名の患者

さんのうち、ほぼ半数が初めての

検査だった事に、当院開業の意義

と今後の使命を感じています。

　消化器内科の中でも、大腸を専門とした者の拘

りとして、上部消化管内視鏡検査については、必

要な事例であれば保険で認められているので鎮静

をかけますが、大腸内視鏡検査に関しては、公共

交通機関が発達していない地域性も考慮し、自動

車で受診できる鎮静なしの大腸内視鏡検査を、大

した苦情もなく毎日全例にやらせて頂いておりま

す。他の地域で鎮静中でも苦痛で目覚めた方、途

中で検査を止めたような患者さんを、鎮静無しで

検査完遂できて感謝されると、日々の努力と工夫

が報われた気がします。

　これからも医師会の先生方にご指導いただきな

がら、専門性を最大限に生かして、ますます地域

医療に貢献して参りたいと思いますので、今後も

どうぞ宜しくお願い致します。


